
地域包括ケア取組状況について
川上村らしい地域包括ケアシステム構築

川 上 村
村民の健康で元気な暮らしがつづく
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１ 川上村の現状について

 奈良県東南部に位置する「水源地の村」
 人口（H27国勢調査）

• 総数：1,313人
 年少： 59人（4.5％）
 生産年齢：483人（36.8％）
 高齢者： 771人（58.7％）

昭和30年をピークに一貫して人口減少が続
いている

特に生産年齢人口の減少幅が大きい
高齢化率は約59％

一人あたりの介護給付
費が低い（H24年度・
252,944円）

要介護認定率が低い
（H24年度・16.7％）

超高齢化は進展しているも
のの、これまでに取り組ん
できた高齢者福祉施策は、
村の『強み』として蓄積

【国勢調査人口の推移】



川上村らしい地域包括ケアシステムの構築 2

１ 川上村の現状について

 村の中央を貫く国道169号とその支線に中小規模の集落（26大字）が分散
 保育園、小学校、中学校、診療所が各１施設

【年齢別住民登録者数（H28.4.30時点】

いずれの集落も人口構成の
バランスが崩壊

各集落の「担い手」（自助
や互助の中心層）の不足
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１ 川上村の現状について

 近隣市町村と交流しやすい位置にある「西部地区」、役場等の施設が集積する「中部地区」に
対して、より山間の「東部地区」の課題が深刻化
⇒「東部地区暮らしがつづく集落づくりプロジェクト」の発意

【年齢別住民登録者数（H28.4.30時点】

集落を維持するためには、中心層（ファミ
リー世帯）の定住化が不可欠

喫緊の地域課題に対応するためには、前期
高齢者にも中心層としての役割を期待
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２ 「健康で元気な暮らし」づくりの系譜

H6年度～

ヘルパー２級資格
所持者を26大字全
てに2名以上配置

水源地の村づくり

～川上村が源流であることに「普遍的な価値」を見出し、その役割を積極的に
果たし、これからも本物の源流であり続けようと努力する～

H12年頃 ヘルパー養成事業
H25年度・26年度 川上ing作戦

～川上村役場の若手職員等による
ワーキンググループ～

• 村営住宅建設の構想を機に、村
民の暮らしに寄り添った調査・分
析・対策協議

住まいと仕事をセットに
した取り組みの必要性
 住まいと仕事を紹介する
「川上ingツアー」の実施

 村営シェアハウスの建設

第５次総合計画 計画期間H27～H36年度

～都市にはない豊かな暮らしの実現～

H27年１月 まち・ひと・しごと創生
総合戦略

～「人」・「仕事」・「子
育て・教育」・「暮ら
し」の４つの分野
の重点プロジェクト
を立案

４分野横断プロジェクトの一つとして、
「東部地区暮らしがつづく集落づくりプ
ロジェクト」開始
 一般社団法人「かわかみらいふ」の設立

 「小さな拠点」の開設、移動スーパー・
コープ配達の受託
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３ 東部地区で始まった、村民が何歳になって住みつづけられる「仕組み」づくり

公益的な取組 経済的な取組

地域イベント
の企画・開催
支援

商業イベントの
機会提供

村内事業者の出前を活
用した飲食サービス

川上村

小さな拠点の形成・運営

暮らしの支援

行政サービスの提供

「拠点」を活用した
コミュニティの展開

住
民
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

運営管理委託
（指定管理料）

社
会
福
祉
協
議
会

お茶会などをきっか
けにした集いの場づ
くり

委託契約

（委託料）

事業所活性化事業

商
工
会（手数料）

販売等委託／仲介

一社）かわかみらいふ

住
民
福
祉
課

出張診療や健康
教室などの医
療・福祉サービ
スの充実

ふれあいセンターの利活用出張診療

健康教室

コミュニティカフェの運営

事業者・住民の商品・
産品等の取扱

日用品販売

イベントサービス

地域の見守り 移動スーパーの運行

送迎サービス
村内事業者の宅配代
行、事業の承継

個配事業の実施

魅力発掘、商品化

販売促進、ブランド化
「事業」を活用した
コミュニティの展開

支援

委託契約

（インセンティブ）

吉
野
ス
ト
ア

な
ら
コ
ー
プ

マーケティング参画

【東部地区暮らしがつづく集落づくりプロジェ
クトの将来展望】

暮らしを守る（買い物）

健康を守る（診療、教室、
食生活）

つながりをつくる（カ
フェ、井戸端、見守り）

仕事をつくる（事業化）
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４ Ｈ28年度全体構想策定に向けて実施する取組について

【連携事業】
 高齢者暮らし調査アン
ケート
• 65歳以上の全住民へ
のヒアリング型アン
ケートの反映

• 住民との直接的な対
話を通じた気づき

• 高齢者の暮らしの現
状把握・分析

 ケア会議等を母体とした、
推進体制づくりを意識した
ワーキング・グループ
• 実務レベル関係者・専門
担当者の意識の共有化

• ケアシステムの構築と推
進に向けた機能強化研修

【連携事業】
 東部地区暮らしがつづ
く集落づくりプロジェクト
• 小さな拠点、移動スー
パー、個配事業を通じ
た村民の暮らし情報
の収集

• 東部地区をモデルとし
たケーススタディ

小さな拠点で診療所によ
る巡回診療開始（H28.10）

• キリン堂との連携（薬剤
師による出張相談窓口の
開設）

 他地域事例の視察研修
• 一定の方向性が見えた段
階で先進地の視察研修を
予定（兵庫県朝来市を候
補）

 川上らしい地域包括ケアシ
ステム検討協議会
• ワーキング・グループの具
体的な検討成果を踏まえ
て、関係機関・住民等の代
表者等を交えた構想協議

デザイン思考のプロセス
を活用したワークショッ
プ
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５ 取組の進捗状況について

①コンサルタント委託
 「かわかみらいふ」の業務支援も行っている㈱価値総合研究所に業務委託

②高齢者の実態調査
 別事業としてヒアリング型アンケート調査を実施（H28.8～11）
 日常的な生活スタイル、食生活、通院、くすり、移動手段、生きがい、人付き合い、集落環境
や人口対策など、幅広く情報収集

③ワークショップ（ワーキング・グループ）
H28. 9.12 ケア会議

（ワーキング・グル
ープ組成）

H28.10.24 ワークショップの方
針決定

H28.11. 8 ワークショップ①
H28.11.29 ワークショップ②
H28.12. 6 ワークショップ③
H28.12.13 ワークショップ④
H28.12.20 ワークショップ⑤

フェーズ１
• ペルソナ（モデルとなる人物像）づくり
 村民気質や状況を踏まえたタイプ別モデルの設定と、そ
れに寄り添った困り事の抽出

フェーズ２
• 地域包括ケアシステムづくりの基礎となる「住みつ
づけられる」ための想いの深掘りと着眼点の設定
 抽象化した問題等を起点に真のニーズや問題点の要因を
ロジカルに分析し、図解化

 全体の構図を確認した上で問題認識を共有化するために
着眼点を文章化

フェーズ３
• 村民が「住みつづけられる」問いの設定とアイデア
づくり
 モデルの「幸せ」を導く観点から問いを立て、ブレスト
（拡散思考）により解となるアイデアを創出

 曼荼羅シートを活用して８つのアイデアに収束し、メン
バーの投票（評価）を通じて理解・共有を促進
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５ 取組の進捗状況について

ワークショップのねらい

 これまでケア会議では、個別のケース支援に関する検討と共有・連携に成果・実績を上げている
ものの、その対応例から地域課題の解決や改善を図るまでの体制の構築には至っておらず、新
たに開発された社会資源（かわかみらいふ等）を有効活用した支え合いや課題解決力を高める
ネットワーク化にも至っていない。

 これから構築しようとする『川上らしい』地域包括ケアシステムは、すべての村民（子どもから高
齢者・障がい者まで）を対象としてその「幸せ」の実現を支えるものであり、さらには将来的な移
住者の暮らし（幸せ）と仕事（社会資源）をもターゲットとして政策形成を図ることが重要である。

 そのため、近視眼的な対症療法、あるいは住民福祉に直接関わる分野・領域だけで解決しよう
とするのではなく、村づくりを含めた幅広い分析力・発想力を身に付けるために、

（１）村民と接する機会の多い実務スタッフ同士で話し合い、作業（ワークショップ）をすることを通
じて、みんなで問題意識や望ましいイメージなどを共有すること。

（２）様々な考え方を持ち寄りながら、新しい気づきを得たり、アイディアを発想したりする思考体
験とトレーニングの機会としていくこと。

（３）利用者視点で発想することで、村民の暮らしを良くする（幸せにする）ための本質的な課題や
価値（サービス等）を現実的に考え、ふだんの活動の一助としていくこと。

に主眼を置いて実施し、この成果を踏まえて、『川上らしい』地域包括ケアアシステムの構築と推
進につながっていくことを目指している。
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５ 取組の進捗状況について

フェーズ１
 村民気質や状況
を踏まえて設定
した６つのペルソ
ナとその家族

「東野とも美」さん
（小学校３年生）

「東海林健三」さん
（無職、68歳）

「下山武」さん
（無職、88歳）

「上山渡」さん
（下肢障がい、63歳）

「中山康太」さん
（会社員、34歳）

「松本ゆかこ」さん
（パート、41歳）

フェーズ１
 困り事の抽出と
関係性の整理
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５ 取組の進捗状況について

フェーズ２
 地域包括ケアシ
ステムづくりの基
礎となる「住みつ
づけられる」ため
の想いを起点と
した 「なぜ？な
ぜ？」分析による
深掘り

フェーズ２
 着眼点（問題領
域）の設定・文章
化と「問い」の設
定
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５ 取組の進捗状況について

フェーズ３
 村民が「住みつづけら
れる」アイデアの創出・
まとめと、投票（評価）

投票用シール

●×６枚／人 【実現性】 「できそうだな」と思うアイデアのセルに１票

●×６枚／人 【有用性】 「効果がある」、「広げられそう」と思うアイデアのセルに１票

●×６枚／人 【革新性】 「斬新だ」、「あまり他で聞かない」と思うアイデアのセルに１票
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５ 取組の進捗状況について

ワークショップを通じた気づき
（『川上らしさ』を育むために欠かせない論点）

 すべての人は、大なり小なり、他者との「つながり」を強く求
めている。

 本人の「幸せ」は、自分らしさを追求する結果としての「つな
がり」によって実現し得る。

 ペルソナ本人のみならず、関係する周囲の人間の「幸せ」も
大切。すべての登場人物に寄り添って考え、俯瞰してみると、
地域の課題としてより大きな問いが見えてくる（小さな問い
への解の積み重ねが「都市にはない豊かな暮らし」）

 投票（評価）結果からの気づき

●実現性の高そうなアイデア
 既存の制度や現有の知見・人材などを応用・活用することで実
現可能性が高まる

●有用性の高そうなアイデア
 関係する他課・関係機関等との連携を深めることで実現可能
性が高まる

●革新性の高そうなアイデア
 新たな社会資源を開発する必要性が高い。既成概念や従来の
枠組みにとらわれることなく考える必要がある）

【他者との「つながり」のシーン】



川上村らしい地域包括ケアシステムの構築 13

５ 取組の進捗状況について

ペルソナ本人だけではなく、あ
らゆる登場人物に寄り添って考
える

今後の移住者たちのロールモデル今後の村の希望の星 今を生きる人たちの心の支え

とも美の兄

康太の息子

ゆかこの息子

とも美の両親

康太の妻

康太の両親

健三の妻

渡の両親

いずれ１度はこの村を離
れることとなる子どもたち
は、どうすれば「つなが
り」を持ち続けられるか？

村外のことを知っている
世代は、どうすれば「この
村ならではの何か」を手
にすることができるか？

人生の後半戦を生きる世
代は、どうすれば最期ま
で自尊心を持って生き抜
くことができるか？

『都市にはない豊かな暮らし』

とも美
ゆかこ

康太

渡

武

健三

解
解

解
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６ 部局横断的検討体制について

 ワーキング・グループ
• 住民福祉課（全役職員）
• 川上村国民健康保険川上診療所（事務長）
• 川上村社会福祉協議会（スタッフ２名）
• 一般社団法人かわかみらいふ（事務局長）⇔定住促進課

 検討協議会（予定）



川上村らしい地域包括ケアシステムの構築

 検討協議会
 方向性の協議・確認等

 ワーキング・グループ
 ４つの「仕組み」の具体化等

 ワーキング・グループ
 先進地の視察研修
 他課・関係機関等との意見交換等

 検討協議会
 構想と次年度以降の進め方の検討等

 ワーキング・グループ
 地域に合ったシステム（仕組み・体制）等

 地域包括支援センター機能の検討・具体化
 地域福祉計画の策定（システムの位置づけ）

 システム運用によるサービス提供、新たな課題
への対応（アイデアの具体化・実践）

15

７ 今後の予定・展開方針

１月

２月

３月

４月

以降

第１層レベル
（村全体）

第２層レベル
（各地区）

第３層レベル
（大字・集落）

村外

この単位を実態的な「日
常生活圏域」として育成
する。住んでいる集落を
超えて生活行動を促し、
互助意識を向上させるこ
とが重要

システム構築として
見た場合の「日常生
活圏域」はこの単位

自発的な支え合い
（互助）を推進する
ために、この単位で
のコミュニティ維持・
再生が急務

【生活行動に即した３層構造のマネジメント】
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７ 今後の予定・展開方針

【地域包括ケアシステム構築に向けた４つの仕組み】

情報の収集

本人 ・
親族等

知人 ・
住民等

困
り
事

見
聞
き
し
た
情
況

関係機
関等

•緊急性
•重要度
•影響力

 要
 不要
 保留

整理・判断

 対応難易度

 地域課題と
しての認識

小

大

指示また
は報告

検討・決定

対策指示

連携調整

連携調整

解決のデザイン 対応の実践

対
策
の
実
行

直接的な問題解決

フォーマル・ネットワー
ク（公的サポート）の
活用

インフォーマル・ネット
ワーク（地域のつなが
り）の活用

政策形成に向けた計
画づくり

対応協議

打ち手の設定

追
加
情
報
の
収
集

情報収集の効率化

蓄積
経
験

問題意識

情報

連絡

相
談相

談

社会資源の活用

「つながり」の持続

学校教育
生涯学習

サロン活動

移住支援
仕事づくり

コミュニティ
人材登用

永住支援

ネットワークの構築

一元化
と共有

事例

自治活動

能力開発
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７ 今後の予定・展開方針

 医療・介護等に限らず、多様な課題に対応した
様々なサービスや支援策が、住民の真のニーズ
に応じて「一体的に（あたかも一つのチームから）
提供されている」ように感じられるようにする。

 そのために、川上村の資源（専門的なサービスを
提供する各主体）が、問題意識や目指すべき方向
性を共有した上で、互いに連携しながら個々の
サービスを提供する。

 村民の利便性を高めるための個々の取組が、分
野や主体、地域の枠を超えて他の課題を解決す
ることにも寄与し、結果的にすべての住民の満足
度が一層向上する「つながり」を作る。

 必要なサービスを提供する上で村内だけでは解
決できない課題は、共感してもらえる村外の事業
者や大学等の専門機関等との「つながり」を作り、
「一体的な提供体制」の仲間として組み込んでいく。

医療に係る
課題解決

介護予防
に 資 す る
課題解決

介護に係る
課題解決

住まい・集落
の充実

生活を支え
るサービス
や活動

川上村地域包括ケアシステム

住民福祉課、社会福祉協議会、診療所
事業者、高齢者団体、ボランティア団体 等

各
分
野
の
担
当
課
、
関
係
機
関
（ら
い
ふ
等
）

自
治
会
、
自
主
サ
ー
ク
ル
、
大
学
、
事
業
者
、
連
携
団
体

等

新たな担い手の誕生・参加

コミュニティ再生、生きがいづくり、健康寿命延伸 等

横断的意識の共有、全体効果の確認と調整

実行

生
活
習
慣
改
善
、
疾
病
予
防
、

未
病
改
善
、
食
育

等

健
康
増
進
、
心
身
の
状

態
軽
減
・改
善

等

在宅生活・療養生活支援、
機能回復 等

情報

健康管理、健康づくり、不安
解消、趣味・特技、集い 等

村民の
健康で元気な暮らしがつづく

この具体化に向けて、現有資源のポテン
シャルを適切に見極めつつ、固定観念にと
らわれないより創造的な発想で『川上らし
い』地域包括ケアの仕組みづくりを進める。


